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議 事 録 

平成２８年第４回かほく市教育委員会議事録 

招集年月日 平成２８年５月２７日（金） 

招集の場所 かほく市役所 ２０３会議室 

開   会 平成２８年５月２７日（金） 午後３時５７分宣告 

出 席 委 員 

教育長       山 越   充 

教育長職務代理者  山 本 滝 男 

松 井 三枝子 

長 柄 悦 子 

南   文 夫 

欠 席 委 員 なし 

説明のため出席 
した者の職氏名 

教育部長       虎 谷   寛 

学校教育課長     井 上 勝 文 

生涯学習課長     折 戸 靖 幸 

学校教育課 課長補佐 北 川 直 紀 

 

会議に職務のため 
出席した者の職氏名 学校教育課 主事   林   恭 平 

議事録署名 
委員の指名 

教育長は、議事録署名委員に次の２人を指名した。 

長柄 悦子 南  文夫 
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会
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に
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に
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結
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議案番号 件   名 結 果 
 案件なし  

請願・陳情 
番  号 件  名 結 果 

 案件なし  

 
協 議 ・ 報 告 事 項 

(1) 平成 28 年度第１回社会教育委員会議の結果について 

(2) かほく市家庭教育指針について 

(3) 平成 28 年度コミュニティ・スクールプランに係る査定結果について 
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議事の経過 
午後３時 57 分開会 

開 会 

【山越教育長】 

それでは、只今から第４回かほく市教育委員会を開催いたします。 

 

 

議事録署名委員の指名 

【山越教育長】 

議事録署名委員の指名を行います。本日は署名委員として長柄委員、南委員を指名い

たします。よろしくお願いします。 

 

前回議事録の承認 

【山越教育長】 

前回議事録の承認、事務局より説明願います。 

【井上学校教育課長】 

（４月 28 日開催の議事録にて説明） 

【山越教育長】 

今年度から議事の経過を含めて、議事録を公開するということになっております。新

たな教育委員会制度の取り組みの一つとして公開したいと思いますので、よろしくお願

いします。只今の説明に対し、ご意見、ご質問はありますか。 

（意見・質問なし） 

【山越教育長】 

ご意見等ないようでありますので、前回議事録は承認されたものといたします。 

 

教育長の報告 

【山越教育長】 

それでは、教育長の報告ということで、今日で、教育長に任命され１ヵ月が経過しま

した。５月は総会、会議など多忙な時期で、６月以降は少し落ち着いてくると思います

ので、これからいろいろな事を考えていきたいと思います。 

そういった中において、教育長の会議への出席については、かねがね考えており、い

わゆる教育委員会の諮問機関、具体的には社会教育委員会、文化財保護審議会、スポー

ツ振興審議会の審議の中には入らず、挨拶だけさせていただき、退席することにいたし

ました。これは、教育委員会の諮問機関に教育委員会を総理する教育長が審議の中に入

るということは、不自然、好ましくないと判断したものであります。 

それでは、個別の案件について、報告させていただきます。 

４月 26 日にコミュニティ・スクールプランの補助金について、各学校長からのヒアリ

ングを行い、５月 11 日に各学校へヒアリング結果に基づき、内示をいたしました。その

概要については、のちほど事務局から報告させます。 

特に小学校については、各学校のホームページにコミュニティ・スクールに関する情
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報発信に取り組む動きが出てきております。 

次に、かほく市立中央図書館が４月 23 日に文部科学大臣表彰を受賞しております。こ

れは、園児や学校へ年間 100 回を超える読み聞かせが評価されたものであり、明後日の

29 日に図書館友の会の総会がありますので、読書会、お話グループの方々にもお礼を申

し上げたいと思います。 

５月３日から４日にかけ、第 21 回新化旗争奪全国中学校選抜剣道大会が開催され、宇

ノ気中学校の女子が 14 年ぶり２回目の優勝、男子が準優勝し、13 日に宇ノ気中学校剣

道部が市長の方へ結果報告に来ております。 

５月６日には、教職員全体の研修会を哲学館で開催いたしました。 

５月 11 日から 12 日にかけましては、河北郡市教育委員会連合会総会、県教育委員会

連合会の総会に山本委員にご出席をいただきました。 

５月 17 日から七塚小学校を皮切りに指導主事訪問がスタートしております。 

５月 18 日から 20 日まで、全国都市教育長協議会・研究大会ということで徳島市に行

ってきました。文部科学省の審議官、企画官の話、全国の先進地の事例発表など聞かせ

ていただきました。県内の教育長さんとも意見交換することができ意義あるものであり

ました。 

５月 24 日には、かほく市のミドルリーダーとなる教職員に対し、市として初めて学力

向上セミナーを開催いたしました。これは、県教育委員会学校指導課の課長補佐、金沢

教育事務所の指導主事の方に来ていただき、学力調査を踏まえ、どのように分析し、授

業改善につなげていくか、具体的な手立てについてお話いただきました。 

最後に、総合教育会議についてであります。昨年は、会議のルール決め、かほく市の

教育大綱、小学校の配置について市長と協議させていただきました。今年度も、他市の

状況を見ても１回は開催したいと思います。具体的には来年度の予算編成が始まる 10 月

上旬までには開催したいと考えております。 

以上、教育長の報告とさせていただきます。何かご質問、ご意見がありましたらお願

いします。 

【松井委員】 

各小学校ではコミュニティ・スクールの取り組みをホームページで情報発信されてい

るとのことであったが、中学校はコーディネーターが忙しくてできないのか、まだ具体

的な活動が出来ていないから情報発信できないのか、何か理由があるのですか。 

【折戸生涯学習課長】 

中学校については、確かに情報が余り出されていない状況であります。中学校３校は、

コーディネーターが協議をしながら準備を進めている状況であり、小学校は学校単位で

独自に情報発信がなされ、情報発信していなかった小学校が刺激を受けて情報発信を始

めるといったことにより、すべての小学校でホームページによる情報発信が始まったも

のであります。中学校についても、協議しながら進めており、今後情報発信なされてい

くものと思います。 

【山本教育長職務代理者】 

総合教育会議についてですけれども、10 月頃に１回とのお話がありましたが、他市町

の教育委員さんとお話する機会があり、ほかの所は複数回開催しているといった所もあ
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りました。 

かほく市は、何を議題とすればよいのかということもあると思うが、１回でいいのか

どうかも含めて、検討したらどうか。その場で結論を出すということではなく、市長さ

んと我々が意見交換する場として開催すれば教育会議の目的が達成されるのではないか。 

【山越教育長】 

今年は１回と決めたわけではなく、協議議題については１回で結論が出ない場合は、

複数回の開催もあると考えております。まずは協議議題の摺り合わせを行っていきたい

と考えています。昨年は７月に開催しており、今年も７月頃に１回目を開催し、議題に

よっては、２回目も必要なのかなと考えております。 

もちろん、教育委員さんの方からこんな議題で市長さんと協議をというご意見があれ

ば、もちろんそのような方向で考えていきたいと思います。 

そのほか質問がないようでしたら、協議・報告事項に移ります。 

 

協議・報告事項 

(1) 平成 28 年度第１回社会教育委員会議の結果について 

(2) かほく市家庭教育指針について 

(3) 平成 28 年度コミュニティ・スクールプランに係る査定結果について 

【山越教育長】 

報告事項の１点目、平成 28 年度第１回社会教育委員会議の結果、２点目のかほく市家

庭教育指針については関連がありますので、事務局から一括して説明願います。 

【折戸生涯学習課長】 

（５月 15 日に開催された社会教育委員会議の協議内容、社会教育委員の会議で協議され

た「かほく市家庭教育指針」について審議経過、目的と位置づけ、内容について説明） 

【山越教育長】 

説明が終わりました。委員の方から質問、ご意見はありませんか。 

【山本教育長職務代理者】 

家庭教育指針ということですが、これは単なるスローガンみたいなものとなるのか、

今後は指針に基づく施策、取り組みにつなげるものとして考えていくのか。指針となれ

ば、今後それに基づく施策というものが出てくると思いますが、今後の方向性としては、

どうなっていくのか。 

【折戸生涯学習課長】 

今回の社会教育委員の検討のなかでは、誰でも、どんな人でも受入れられる表現で、

子ども目線で、親や地域の大人にも気づいてほしいとの思いで、少しインパクトのある

変わった表現として、たし算・ひき算・かけ算・わり算の四則の計算を取り入れた指針

としているものであり、社会教育委員会としては、単なるスローガン的なものではなく

て、山本委員が言われたような取り組みにつなげていきたいとの思いでおります。但し、

具体的な事業展開までは未だ検討がなされていないというのが正直なところであります。 

【山本教育長職務代理者】 

ぜひ、スローガンで終わらせることなく、活動と結びつけて、コミュニティ・スクー

ルとも関連づけて、地域の教育力の活性化という意味においても取り組んでほしいと思
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います。 

また、今回の報告は、指針の文言等についてまで審議すればいいのか。 

【折戸生涯学習課長】 

今日は社会教育委員会議の報告ということで、説明させていただきました。 

【山本教育長職務代理者】 

何回も議論を重ねて、作り上げてきた指針に対して、我々が如何なものかと意見する

のもどうかと思うのですが。この報告に対してどこまで求めているのか。 

【折戸生涯学習課長】 

社会教育委員側としては、明らかにおかしい、違っているという点について、ご指摘

をいただきたいというものであります。 

【松井委員】 

今回、指針として出てきていますが、それがどういう風に具現性のある活動になるの

かを言えるようでなければ、指針・スローガンとは言えないと思います。 

また、自分からすると四則計算を用いていることに少し違和感もあります。社会教育委

員側が何回も協議を重ねられ指針を作り上げてきたのに、たいへん申し訳ないとは思い

ますが、「四則計算にこだわったのはなぜ」というのが感想です。 

【長柄委員】 

私は、親の立場で考えた時には、この指針については違和感もなく、この指針に基づ

いて、いろいろな施策を展開していただければありがたいなぁと思います。 

【南委員】 

これから、この指針がいろいろな冊子とか、ＰＲに使われることになると思いますが、

指針という言葉が少し硬いという感じを受けます。メッセージとかの表現でもいいよう

な気がします。 

また、四則計算を用いていることについては、一人ひとりの考えはあると思いますが、

私は悪くはないなぁと思っています。たし算・ひき算・かけ算・わり算を一人ひとり、

また家族でどう感じて、どういうことかを考えさせられるという点では、おもしろいと

思います。 

【山越教育長】 

今ほど委員のご意見をお伺いしました。委員のご意見にあったことも踏まえ、少し整

理をして、どのように取り組むべきなのか検討をお願いします。 

次に、平成 28 年度コミュニティ・スクールプランに係る査定結果について、事務局よ

り説明願います。 

【折戸生涯学習課長】 

（平成 28 年度コミュニティ・スクールプランに係る査定結果について説明） 

【山越教育長】 

説明が終わりました委員の方から質問、ご意見はありませんか。 

【山本教育長職務代理者】 

事業の内容を見ると地域の方々が学校に入って学校を応援する事業はいくつか見られ

ますが、学校から地域の活性化に向けての提案がないように思います。今後、そのよう

な提案も出てくればいいなぁと思います。 
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【折戸生涯学習課長】 

今回は立ち上がってすぐのコミュニティ・スクールプランでありますので、今後、２

次募集もありますので、地域の教育力の活性化に向けての提案も出てくると思います。 

 

その他 

【山越教育長】 

ほかに質問、ご意見はありませんか。なければ、その他に移ります。行事予定等、事

務局説明願います。 

【折戸生涯学習課長】 

（生涯学習課関係の６月行事予定を説明） 

【井上学校教育課長】 

（学校教育課関係の６月行事予定を説明） 

【山越教育長】 

（次回開催日を協議し、平成２８年６月２８日（火）午後４時からに決定） 

 

閉 会 

【山越教育長】 

以上で、平成 28 年第 4回かほく市教育委員会を終了いたします。お疲れ様でした。 

 

午後５時 10 分 閉会 

 

教 育 長    山 越   充 

 

 

署名委員    長 柄 悦 子 

 

 

署名委員    南   文 夫 

 


